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トビウオ類の研究,１．カツオ。マグロ類の

天然餌料となるトビウオ類の稚魚について

今井貞彦
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九州南部より南西諸島にかけて分布するトビウオ科の魚は，約20種に達するものと思わ

れる。本科の魚類が，カツオ･マグロ類，シイラ類等の，重要な天然餌料であることは，

従来から明かにされているところであるが，これらの魚類が生態的にどのような関係にあ

るかを，更に審かにするために，木学部の練習船新潮丸，隼人丸，枕崎港を根携とする数

隻のｶﾂｵ漁船等に依頼し，釣上げられたｶﾂｵ･ﾏグﾛ類,ｼｲﾗ類,ｶジｷ類等の吐

出した餌料，胃内に原形を留めている御料等の採集を行っている。而して1949年夏より19

50年夏までに獲られた費料のうちには，次の２種の1､ピウオ類がみられたのみであった｡(1)

１．Ｅひ0Jα”α"〃oが”雄（CuvierandValenciennes）

２．Ｅ"coeif郷ｓＯ６"ｓｊγ0s〃jsGimther

筆者はこの両者については，サバの漁拶にあたって，集魚魅に集った，極女の大きさの

稚魚及び未成魚の標本を採集することが出来たので，これらの資料にもとすいて，主とし

てその生活史の一部について述べることL､する。

１．Ｅｚﾉ０Ｊα"がα"”oが〃zzs（CuvierandValenciennes）

サヨリトビウオ（新穂）

本匝の天然餌料としての標本は次のようである。

体長40～65ｍｍの稚魚：２尾，１９４９年７月採集地点不明。

体長40ｍｍの稚魚：1950年６月１８日24.00ﾉＮ，124.38ﾉＥ，

これらは何れも釣上げられたカツオが，漁船の甲板上に吐出したものである。

筆者が1949,50の両年７月中旬より８月中旬にかけて屋久島附近で採集した，本匝の稚

（１）これらの両罵睡は､共に上述のものと異った属名が用いられていることがあり､特に前者は、

トビウオ科より除かれている場合もあるが、充分に女献を参照することが出来なかったので、こ
の報･告では、一般に用いられている所属及び学名によった。

この研究は科学研究費によってなされた。
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Ｆｉｇ．１．ＹｏｕｎｇｓｔａｇｅｓｏｆＥ”Z"zがα”””ｵ”"ｓ（Ｃ､ａｎｄＶ.）
A､４７ｍｍｉｎｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ（Ｎｏ．1555Ａ）Ｂ６３ｍｍｉｎｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ（Ｎｏ．1885）
Ｃ８６ｍｍｉｎｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ（Ｎｏ．1557）

魚及び未成魚の，ほぼ完全蔵標本に於ては，それぞれ次のような特徴がみられる。

僅逗（吻端より測定，以下同様)４７ｍｍの稚魚：下顎は職状に長く突出して外形がサョ

３

リ類に類似している。その上顎端を超える部分の長さは,頭長の7/11で,体長の１/７よりや

Ｌ長い。吻の前縁は僅に凸出しているが，サヨリ類にみられるように著しく凸出して三角

形を形成してはいない。吻長と眼裡はほlg､等しい。胸鰭は長く,体長の約1/5,頭長より雌

に短い。その後縁は円味をおびて凸出している。腹鰭は特に大きくはない。その最内側の

軟‘際が最も長くてに門に達する。背鰭と騨鰭とはほぼ対在し，後者は前者の第２～3軟惟の

間の下方に始る。背鰭の後方の軟,際も前方の最も長い軟柵際と同様の長さを有するために，
合FO

背鰭全休は後部で拡がっているような印象を受ける。唇鰭にはこのような軟傑の延長は詔
β■Ｐ■ 10

められない。背面等に鱗が現れ始めているようであるが，損傷のためiﾘ1かでない。下顎の

賞状の部分は上下面とも黒点を務布し，その上面につ画いて吻端背面も黒い。頭部背面に

も黒色胞を密布し，更に眼の周囲，鮒蓋，胸部等にも黒点が散在している。後頭部より背

鰭起点にかけて背中線上に，不規則な３列の黒色胞よりなる一縦線が走る。体側上方には

胸鰭基底上方より尾柄部に至る幅の広い縦帯がある。前部ではその幅は眼裡に等しいが後
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部では上下に拡がって，輪廓が明かでなく意ろ。背中線とこの縦帯との間には黒色胞が散

在する。腹中線上には’列の黒色胞が連る。江門より後方ではこの縦線は響鰭装底に沿い

２列となり，尾柄に至る。腹鰭基底の周囲の小部分左除けば，腹鰭より前方では，体側の

縦帯の腹方には黒色胞蔵<，腹面は白色を呈する。生時には背面は青色をおび，腹面は銀

白，体側縦帯は藍色である。背鰭の上牛にはI幅の広い黒色帯がある。との黒色帯は第４～６

軟昧の間ではやｋ淡くなり，それより後方では著しく濃色となる‘と共に下方に拡がって，

各軟.際の長さの２/３の幅を有するに至る。響鰭にも基底に沼う黒色の縦帯がある。その幅

議議鍵ヤ

雪雲蝉擢蕊雪謹謹誕蕊

はほぽ眼裡に等しく後部で，

は鰭降至体を被っている。胸

鰭及び腹鰭は無色，尾鰭は下

葉の中央部のみが暗色をおび

る。下顎端より尾鰭下進端まＦｉｇ．２．ＢｅａｋｏｆｙｏｕｎｇＥｔﾉ0/αｿ戒α”"QP＃”"ＳるＣｌ､額端より尾1噸l､獲り而翫

（Ｃ・ａｎｄＶ.）６３ｍｍｌｏｎｇ（Ｎｏ．1885） での生長６３ｍｍ，標本冊号

1555Ａ（Fig.１，Ａ）．

体長63ｍｍの稚魚：下顎の崎欣部は上記の標本より短く吻長の1.75倍，体長はその8,75

倍に当る。その構造は次のようである。全休は歯骨の延長の前下方に向い突出した一対の

細い骨に支えられ，その基部の幅は吻端の幅に等しく，前端は次第に細く尖っている。基

部の下面には，弾力に富む小球状体があり，その下縁は鋭い稜状をなし，前端は細く延び

て職)伏部先端に達する。職)状部の両､縁には基部に始って次第に|旧狭くなり，先端に至る薄

|嘆をおびる。この薄|膜は下内方に折れ返って上述の小球状体を包む。眼間径は眼裡と略〈

等しくなる。胸鰭も長くなって頭長の１．１２倍に達し，体長はその３．９倍，後端が織形に

近くほる。腹鰭の最内側の軟惟はH工門の後方に達する。背鰭の後方の軟蝋味は前方の戦･峰よ

りも短くなり，その背縁は後方に傾くに至る。鱗列は背面では明瞭となり，各鱗の外縁に

並ぶ色素胞が網目状を呈する。体側及び腹面の鱗列は，損､傷のため明かで芯い°体側の黒

色縦帯は体の後部でも輪廓が明かに芯り,その下方には黒色胞は粗に存在するのみとなる。

背鰭及び響鰭の色帯は体長４７ｍｍの標本とほぼ同様，胸鰭の中央部は広く淡黒色左おび

る。尾鰭は下葉の下半の軟味及び上薬の先端部が淡黒色をおびる。垂長85ｍｍ，標本需号

1885（Fig.１，Ｂ；Ｆｉｇ．２）

体長86ｍｍの稚魚：下顎の噛欣部は耕しく短くなり，頭長の１ﾉ６に過ぎず，体長はその

29倍にあたる。その下面の小球状体及び両縁の蒲|漠はなお存在している。吻長及び眼間径

は共に眼裡よりや上大となる。胸鰭は更に長くなり頭長の1.25倍に達し，体長はその３．４
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倍，倒せばその基底より腹鰭に至る距離の３/４を被う。背鰭後部の軟昧の長さは，前部の

軟峰の約1/２と芯り，鰭全休の前部が高くなる。隣は完全に生じているが，側線は腹鰭よ

り後方で･は明瞭でない。眼の虹彩は銀白色でその上部に乳白色の部分が小半月形をなす。

体側の黒色縦帯は明かでこれより背方は黒褐色を呈し，腹方は次第に淡くなり銀白色に小

黒点を散在する。響緒基底に沿う小黒点列は殆ど消失する。背鰭の斑紋は完至な一縦稚と

底るが，後方で特に磯色である。縛鰭の縦帯は著しく淡色となる。胸鰭は最内側の４軟

像の間を除いては先端に至るまで小黒点を密布する。腹鰭は最外側の２軟僚の基部のみ僅

に黒い。尾柄部後端は広く黒色を呈し尾鰭は両葉共に淡黒色を呈する。全長106ｍｍ，

標本番号１５５７（Fig.１，Ｃ)．．"ず

Table１．MeasurementofE"0/α""α”cγQjｸｵ”"ｓ（Ｃ、ａｎｄＶ)，ｉｎｍｍ．
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筆者は未だ本匝の成魚の標本を採集してい港いが，南海区水産研究所油津支所所職の体

長134,140ｍｍの二標本をみることが出来た。この程度のものは成魚に近いものと思われ

るが，下顎は上顎よりも僅に前方に終るのみで，一般のトビウオ類に異らず，全く崎状を

呈していない，なお，これらの標本は1949年10月２日薩南５号曾根（29.29ﾉＮ,129.07/Ｅ）

に於て釣獲されたシイラの胃中より得られたものである。

本種は上述のように，胸鰭が，一般のトビウオ類に比べれば短いが，趣欣に発達してい

る点久幼期には下顎が階状に突出している点などから，ツーョリ類とトビウオ類との中間の
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どｐ

形態を備えているものということが出来る。トウザヨリＥ"彫がoγ"α”"sは，体長の約

琢の長さに達する発達じた胸鰭を持ち，体側を上にしてよく飛躍するというが，これらの

点から言へぱ最も本匝に近いものであろう。稚魚の下顎の崎欣部の，体長に比べての長さ

は，幼い標本程大で，カツオ吐出餌料中より得られた，体長40ｍｍの稚魚では，略〈頭長

に等しく，体長の１/５に達する。しかしその実長は，体長40～65ｍｍの標本では大差がな

い(Fig.3)。その椛造は，既に述べた茨うに,サヨリ類の崎状部の構造と殆ど同様である。

（Fig.2)。叉,幼期に背

鰭の後部の軟牒が発達

しているのは，ダツ類

にみられるのと共通の

特徴である。これらの

特徴は成長後には失わ

れるが，何れも合内顎

類に於けるトビウオ類

の分化の過程を説明し

ているものと思われ

る。

本種は汎く世界的に

､ｍ熱帯及び亜熱帯の海洋
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８０.リlen9th に分布しており,本邦

Fig.３．GrowthofbeakinyoungE”/”"α”cγ”ﾒ""２でも黒潮流域には普通
（Ｃ･ａｎｄＶ.）

に産するものと思われ

る。夏期屋久島附近で集魚燈に集るトビウオ科魚類の稚魚としては次記のハゴロモトビウ

オEjvOco〆"ＳＯ６〃s〃0sｵγｊｓと共に最も多く》普通２－３尾の小群をなしており，集魚燈

下で追われると，サンマのように小さい弧を両いて，飛躍するのがみられる。

ハゴロモトビウオ(新穂）

天然餌料から得られた本匝の標本は次の３個体である。

体長35ｍｍの稚魚；1948月６年20日，喜界島附近で釣獲されたカジキ類の魚の胃内よ

り採集。

体長31ｍｍの稚魚：1950年６月18日．２４．０/Ｎ／124.38′Ｅに於て釣獲されたカツオの
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吐出餌料中より採集。

体長51ｍｍの稚魚：1950年７月１１日27.29ﾉＮ，127.14′Ｅに於て釣獲されたカツオ

の吐出餌料より採集。

次の記載は最後のもの逓除いては，1949,1950年７～８月に，屋久島附近で採集した，本

種の稚魚及び未成魚の殆ど完全な標本によるものである。’

体長33ｍｍの稚魚：体は一般のトビウオ類に比ぺて太〈短く，休高も休幅も胸鰭基底部

で最も大きい。頭部腹側の輪廓は水平に近いが，背側の輪廓は著しく前下方に傾き，吻端

壮眼の下総前方にある。胸鰭は高くつき，且，甚だ長くて，後方に倒せば，尾鰭中央の軟

惟の中央附近に達する｡腹緒はその基底が,吻端と騨鰭の節８軟昧とより等しい距離にあり

短くて，その先端はようやく肱門に達するのみである。第１及び第４軟悌が，他の軟昧よ

りやム長いために，その後縁は多少叉欣を呈する。下顎縫合部に長さが頭長の７/９に等し

い軍一の髪を有する。その基部はやム太<先端に至るに従い細く怠り，届平な楕円形の小

片に柊る。下顎髪の腹縁は稜状に尖っているために，その断面は，上下に扇い三角形をな

している。背鰭鯖惟は未だ分岐し:てい蔵いが,縛鰭の緒傑は分岐し始めている｡鱗は胸鰭基

底附近に現れているが,その他では明かでない。吻端より頭部背面にかけて,大小の黒色胞

が散在する。後頭部には１対の頴著な円形の黒色胞群がある。後頭部より背1-11線上に，背

鰭基底に至る細い黒点列があり，その両側に各一列の黒色胞列が連る。それより下方では

大小の黒点が，体側，胸鰭基底の下部に至るまで不規則に散在するが，頭部下面，胸部等

は白い。体の後部には３個の横帯がある。前方のものは，背鰭基底の前端に発して体側の

中央に終り，中央にのものは背鰭の中央の黒色斑に発して，騨鰭の黒色斑に通り，最後の

は広く尾柄部左占め，特に濃色を呈する。下顎菱は基部に近く小黒点な散在し，先端の小

片は漆黒色である。胸鰭には前方にはその基底部より下方（内側）にひろがる淡い斑紋が

あり，後方には，上方（外側）に広く下方に狭まる淡い斑紋がある。後者では色素胞は主

として鰭催に潜って分布する。これらの斑紋は，上部と下部とで相連り，中央に殆ど白色

の部分を饗している。上牛部の鰭膜の後端は黒く縁どられる。胸鰭注閉じると，基底部に

近い斑紋のみが特に淑著な三角形を呈する。腹鰭は主として各鰭悌に沼い，黒色胞が密に

ならび，特に内側の鰭像間では密在するので，一見桜い黒色を呈する。背鰭は，下半部に

小黒点を散在するが，中央部の第８－１１軟牒間では特に淑著怠黒斑とだる・最後の鰭昧間

も黒色詮呈する。響鰭の前部の上牛より後部全休にかけて,､小黒点を散在する。特に，後

部の鰭1莫の基底に近い半ばは濃色である。尾鰭は下栗が淡黒色をおびるが，その他は蝋色

でああ。垂長46ｍｍ，標本番号１８９５（Fig.４，Ａ)．
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ｐ畠

1鱗ヤ

Ｆｉｇ．４．YoungstagesofE”cOg＃"ｓｏ6跡s〃CsかjsGtr・

AoYoung，３３ｍｍｉｎｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ（Ｎｏ．1895）Ｂ，Pectoralfinoftheyoung,６４ｍｍ
ｉｎｂｏｄｙＩｅｎｇｔｈ（Ｎｏ．1894）Ｃ・VentralfXnoftheyoung，５５ｍｍｉｎｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ（Ｎｏ．
1563）Ｄ・ＢａｒｂｅｌｏｆｔｈｅｙｏＩｍｇ,､４３ｍｍｉｎｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ（Ｎｏ．1562)，ventralview；ｌ２
ｍｍｌｏｎｇ．Ｅ・Inmature，８９ｍｍｉｎｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ（Ｎｏ．１０９４）

体長43ｍｍの稚魚：体長33ｍｍの標本に比べて， ほぼ同様の形態を有するが，頭部背側

の輪廓はや入緩となる。下顎鑑の長さは略頭長に等しい。胸鰭の基底部より斜に前部の軟

僚にかけて，淡色の斑絞が現れる。先端の無色縁は幅広くなり，且，下牛部にも及ぶ，腹

鰭の鰭膜はなお黒色である。全長５９ｍｍ，標本研号１５６２（Fig.４，，)．

体長55ｍｍの稚魚：形態に於て著しい変化はないが』頭部背面輪廓は更に綾になる。下

顎議はよく発達しており，頭長よりもや１長い。背鰭‘篠は最前部の１個を除いては悉く分

色
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岐するに至る。鱗列が完成されたもののようであるが，剥離した部分が多いために明かで

意い。体の後部の３個の横帯の下半は不頴著となり，消失せんとしている。胸鰭の中央の

斑紋はやや明瞭になり，黒色胞群は略〈鰭牒に潜って，前方は基底部の斑紋に，後方は後

縁の黒色胞群に連D，中央下部に白色斑紋を羨して，全休が黒色を呈するに至る。腹鰭は

殆ど無色に近歩き，黒色胞群は最も内方の３鰭‘際間に僅に鋳るのみである。全長72ｍｍ，

標本番号１５６３（Fig.４．Ｃ)。

体長64ｍｍの稚魚：下顎雲はなく薩り，それが附着していた下顎端には，一横溝により
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０
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・
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１
１
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１

４
６
７

十

１

４

それより後方と境された，肥厚した部分が残されているのみである。胸鰭後端は尾柄端に

達する。胸鰭基底の上方から体の後部にかけて，体側に広い縦帯が現れ，これを境として

背面は暗褐色，腹面は銀白色を呈する。胸鰭の黒色の斑紋は益〈ひろがり，且，濃色とな

り，中央内方に明かな白色斑を残す。腹鰭の黒色胞は全く消滅する。背鰭は，中央の第7-

12軟,降間の下牛部に大き芯黒色斑を残す外，第１－．２軟降の基底部，及び最後の軟‘際の先

端に小さな黒色斑を留める。騨鰭は，鋤８軟牒より後方に広く黒色梢を残す。尾鰭の上葉

も淡黒色溌帯びるに至る。眼の銀白色の虹彩の上方に乳白色の半月形の部分が現れる。全

Tablell・MeasurementofEjvo”e"ｓｏ6”s〃0sかｆｓＧｔｒ‘，ｉｎｍｍ．
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長８３ｍｍ，標本番号１８９４（Fig.４，Ｂ)．

体長79ｍｍの稚魚：形態には大き芯変化はない。体の後方の３個の横斑は不明瞭に芯り

且，小さくなる。胸鰭は後方の黒色胞群が，鰭膜上にも広くひろがり，中央内方の白色斑

は小さくなり殆ど全休が黒色を呈するに至る。全長９２ｍｍ，標本番号1566．

体長89ｍｍの未成魚：体がやム細<なり，体高の最大は胸鰭基底部より後方に移る。頭

部の背側は，腹側の輪廓と同様な:角度で前方に傾き，吻端は瞳孔の前方に位する。胸鰭の

先端は尾柄部の略Ｒ中央に達する。体の後部の斑紋は殆ど消失し，一般のトビウオ類のよ

うに背面は一様にM音色を帯びる。胸鰭は最下方の４軟‘際のみが白色に残り，他の部分は悉

く濃黒色を呈する。腹鰭は白い。背鰭中央の斑紋は明瞭であるが，前端の小黒斑は浩滅し

僻鰭の縦帯も淡くなる。全長116ｍｍ，1948年12月，宮崎癖宮崎郡広瀬村で採集された標

本による。標本番号１０９４（Fig.４，Ｅ)。

本匝の成魚も未だ筆者の手もとには採集されていないが，よく成長したものは２３０ｍｍ

に達するという。本種とイダテントビウオＥ"Ocog”Ｓｚﾉ0腕α"ＳＬｉｎｎ６とは，雀だよ<似

ていて一見判別し難いので，しばしばそのsynonymとして取扱われて来た。幼期に於け

る両者の差異はBreder等も指摘しているが，次の諸点に明かにみられる。

ハゴ･ロモトビウオ

体は太く，体長は休高の４～4.5倍。

頭部背側の輪廓は急に前方に傾く。

腹鰭は吻端と響鯖基底後端との中央より

前方に着く。

体長約65ｍｍまでの個体は，１個の下顎

菱を有する。

胸鰭の後縁は黒い．

３０～40ｍｍでは腹鯖は黒い。それより後

は次第に白色と芯る。

イダテントビウオ

体は細く，体長は休高の5～5.5倍。

頭部背側輪廓は多くのトビウオ類と異ら

底い。

腹鰭は吻端と騨鰭基底後端とのほ賀中央

に着く。

雲は各期を逼じて現れない。

胸鰭の後縁は白色，黒斑は後縁に達する

ととがない。

３０～40ｍｍの個体に於ても腹鰭は白色で

ある。

成魚に於ては，背鰭基底前端と側線との間の鱗列が，前者では７％～８なのに対し，後

者では６～6％を示すのが明かな差異とされている。

本種の下顎髪がみられるのは体長６５ｍｍ内外までと思われ，筆者の採集した標本のう

ちで,雲のあるものの最大は体長６３ｍｍ,雲のないものの最小は，体長６６ｍｍである。雲
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、

の長さが増大するのは体長４０ｍｍまでで， それより後は体の成長に伴わず，上記の体

長に達すれば，脱落するもののようである。

(Fig.５)．．‘

本匝も，世界を通じて熱帯，亜熱帯，暖流

域の海洋に汎<分布し，本邦でも黒潮流域に

は，普通に棲息しているものと思われる。既
1'

に述べたように，夏期屋久屋島附釧近で，夜間

集魚燈に集るトビウオ科魚類のうちでは，サ

ヨリトビウオと共に最多数を占める。しかし

これに近縁のイダテントビウオが，稚魚は本

種と同じように集魚燈に集り，成魚はしばし

'買薩南海区を航行する船の甲板にとび込ん
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Theflyingfishesappearedinthenaturalfoodoftheskip-jack,tuna,marlin

dolphin,etc・caughtinsouthernseaofKyushuaretreatedonthispaper、The

materialshavebeencontinuallｙｃｏｌｌｅｃｔｅｄｆｒｏｍｔｈｅｓｕｍｍｅｒｏｆｌ９４９ｂｙｔｈｅ

頭iishiomaruandtheHayatomaruofourcollege，andsomefishingboats

ofMakurazaki・Ｔｉｌｌｔｈｅｓｕｍｍｅｒｏｆｌ９５０，bothspecieswereperceivedamong
／

them・ＴｈｅｏｎｅｗａｓＥ２ﾉＯＺα"だα"cγ0が”がs（Ｇ､ａｎｄＶ.）ｃｏｎｓｉｓｔｅｄｏｆ３ｓｐｅｃｉｍｅｎｓ

４０ｔｏ６５ｍｍｉnlength，ａｎｄｔｈｅｏｔｈｅｒｗａｓ．E先ocog”ｓｏ6”s〃０s〃jsGtr.．ｏｆ３

５

ＪＯ４０５０６０７０ｍｍ

で，極々の大きさのものが採集されているのBOdUlen9th

Fig､５．Growthofbarbelinyo哩nｇに対し’本種は，稚魚はイダテントビウオよ
ｓｔａｇｅｓｏｆＥ宛0c“/"ｓｏ６加s〃０３かjsGtr．

D多くみられるに反し，成魚が深集されない

のは両者の成魚の分布に相違があるためではないかと考えられる。

集魚燈下にみられる稚魚は，単独，或いは2-3尾が小群を作り，胸鰭は殆ど常に拡げた

まムで防いでおり，追われると短い飛躍を行う。一般のトビウオのように長い滑朔を行う

のは観察していたいが，全長60ｍｍの下顎鑑のある稚魚が漁船に飛び込んだのを採集した

ことがある。

今までに入手し得たカツオ，マグロ類の天然餌料はなお僅少，且，季節的に限られたも

のなので，そのうちに多くの種類にわたるトビウオ類をみいだすことが出来なかったが’

資料全休に対するこれらのトビウオ類の占める割合は’相当に大きなものがある。その数

量的芯重要さについては，更に多数の資料を得て後にこれ逓明かにしたい。

Ｒ６ｓｕｍｅ



今井一トビウオ類の研究Ｉ． 1４７

ｓｐｅｃｉｍｅｎｓ３３ｔｏ５１ｍｍｊｉｎｌｅｎｇｔｈ・Theauthortracedthealternationonthe

juvenilecharacterofeachspeciesaccompaniedwiththegrowth，comparing

themwiththenumerousmaterialscaughtbytheHayatomaruduｒｉｎｇｔｈｅ

ｓｕｍｍｅｒｏｆｔｈｅｌａｓｔｔｗｏｙｅａｒｓ，mainlynearTaneandYakuIslandsoInthe

former，withiｎ６５ｍｍｉｎｌｅｎｇｔｈ，thelowerjawformsabeak-1ikeextention

asinHc”γ〃α"ゆ"s，ａ工ditsproportiiontobodylengthdecreasesgradualIy

withthegrowth，althoughitsactuallengthisnotsoshortenedwithinthese

stages・Furthermoretheposteriorpartoftheirdorsaliselevatdasinsome

speciesofZyJos”"s､Ｂｕｔｉｎ８６ｍｍ－ｌｏｎｇｓｐｅｃｉｍｅｎ，thewholeshapenearly

agreeswiththeadult，Inthelatter，thebodyisdeeper，１owerjawbears

anunpairedbarbelatｉｔｓｔｉｐ，thepectoralsnearlytransparent，ａｎｄｔｈｅ

ｖｅｎｔｒａｌｉｓｄｅｅｐｂｌａｃｋｉｎｔｈｅｙoungerstages・Ｗｉｔｈｉｎ４０ｍｍｌｏｎｇ，thelength

ofbarbelincreases，ｗｈｉｌｅｉｎｔｈｅmoreadvancedstagesitdoesnot；then，ｉｎ

ａｂｏｕｔ６５ｍｍｌｏｎｇ，thebarbeldissapearssuddenly・Ｉｎｔｈｅｓｔａｇｅｓｌａｔｅｒｔｈａｎ

６５ｍｍｌｏｎｇ,thepectoralturnsintodark，andtheventralmtocompletelypale；

andin89mm-1ongspecimen，thewholeshapeisnearlyidenticalwiththe

adult．
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